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委
員
会
は
予
定
時
間
を
越
え
て

協
議
が
続
き
、
新
年
度
に
向
け
き

め
細
か
な
委
員
会
活
動
を
目
指
す

こ
と
で
閉
会
と
な
っ
た
。

Ｓ

責任施工保証制度

一
日
も
早
く
全

体
に
よ
る
事
業

展
開
を
期
待
し

た
い
。今
年
度
、
技

研
委
員
会
と
進

め
て
来
た
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
講
習

は
一
一
一
月
三
日
の

第
五
グ
ル
ー
プ

実
技
講
習
で

す
べ
て
終
了
す

る
。
こ
れ
ま
で
欠

席
者
な
し
の
全
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保
証
委
員
会
（
大
友
委
員
長
）

は
二
月
十
七
日
、
県
板
会
議
室
に

て
今
年
度
最
終
の
委
員
会
を
開
い

て
委
員
会
動
向
の
総
括
と
新
年
度

に
向
け
た
事
業
計
画
を
討
議
し
た
。

こ
の
日
、
名
古
屋
地
方
は
十
二
年

ぶ
り
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
交
通
は

渋
滞
や
通
行
止
め
で
開
会
が
心
配

さ
れ
た
が
午
後
に
は
回
復
し
て
予

定
通
り
会
議
は
進
行
し
た
。

は
じ
め
に
、
大
友
委
員
長
か
ら

「
不
況
の
厳
し
さ
は
一
段
と
強
く

な
り
我
慢
も
限
界
に
来
て
い
る
中

で
今
年
度
に
入
り
「
保
証
書
」
発

行
件
数
は
急
速
に
伸
び
つ
つ
あ
り

長
い
間
の
取
組
み
に
弾
み
が
つ
い

て
来
た
。
責
任
施
工
制
度
に
対
す

る
意
識
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
委

員
各
自
が
先
陣
を
切
っ
て
模
範
を

示
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

今
年
度
、
愛
知
県
板
の
保
証
書

発
行
実
績
数
は
二
月
末
現
在
四
十

六
件
で
、
平
成
十
年
ま
で
の
申
請

件
数
が
四
十
四
件
で
あ
っ
た
の
で

過
去
最
高
の
新
記
録
と
な
っ
た
。

し
か
し
北
海
道
、
青
森
、
秋
田
、

滋
賀
県
板
な
ど
年
間
一
○
○
件
を

越
す
申
請
件
数
に
比
べ
、
愛
知
県

板
の
組
合
員
数
か
ら
す
れ
ば
、
満

足
な
数
字
に
は
ま
だ
ほ
ど
遠
い
。

愛知県板金工業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒466-0006

電話Ｏ52-732-1226

詞パンテック
ロ(Ｏｓ３３)Ｂｑ二4８６３ 雛鳥)aoes，

ま
た
申
請
者
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も

僅
か
な
事
業
所
だ
け
に
限
ら
れ
て

お
り
全
体
的
な
取
組
み
に
は
な
っ

て
い
な
い
が
、
支
部
や
グ
ル
ー
プ

が
独
自
の
勉
強
会
や
講
習
今
著
行
っ

て
保
証
事
業
の
輪
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
の
は
頼
も
し
い
。

東
三
支
部
・
豊
川
グ
ル
ー
プ
で

は
十
二
事
業
所
が
ま
と
ま
り
自
費

で
日
刊
新
聞
や
会
議
所
会
報
に
新

聞
広
告
を
掲
載
し
て
地
域
に
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
。
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
の

一
宮
グ
ル
ー
プ
で
は
渡
辺
技
研
委

員
や
佐
藤
常
務
理
事
が
音
頭
を
と

り
出
資
金
を
募
っ
て
、
宣
伝
用
チ

ラ
シ
を
作
成
し
講
習
会
を
開
い
て

意
識
の
統
一
を
計
り
大
き
く
事
業

展
開
を
計
ろ
う
と
し
て
い
る
。
西

尾
支
部
で
は
毛
利
常
務
理
事
と
糟

谷
前
支
部
長
の
呼
び
掛
け
で
い
ち

早
く
講
習
会
を
開
き
支
部
全
体
で

取
組
み
着
々
と
成
果
を
上
げ
つ
つ

あ
る
。ま
た
二
村
支
部
長
の
積
極
的
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
大
友
香
貝
長
、

吉
田
広
報
委
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
よ
り
東
三
支
部
全
体
で
不
況
対

策
と
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
住
宅

新
法
「
暇
庇
保
証
制
度
・
十
年
保

証
の
義
務
化
」
と
絡
め
合
わ
せ
た

保
証
事
業
を
進
め
る
一
方
、
事
情

が
あ
っ
て
県
板
に
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
二
十
名
の
組
合
員
が
保
証

事
業
に
賛
同
し
推
進
す
る
た
め
新

た
に
県
板
組
合
に
加
入
。
共
に
事

業
展
開
を
出
来
る
事
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
あ
る
。

＝
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こ
の
様
に
先
進
し
た
支
部
や
グ

ル
ー
プ
に
は
事
業
を
理
解
し
積
極

的
に
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在

を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
一
般
住
宅
工

事
に
携
わ
る
板
金
業
者
が
圧
倒
的

多
数
だ
け
に
、
地
域
別
の
グ
ル
ー

プ
や
支
部
別
に
よ
る
取
組
み
が
効

果
的
で
あ
る
と
共
に
ブ
ロ
ー
カ
ー

や
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を
締
め
出
し

専
門
工
事
業
者
が
正
し
い
受
注
と

ゆ
と
り
の
生
活
を
確
保
す
る
た
め

に
は
「
保
証
事
業
」
を
何
と
し
て

も
円
滑
軌
道
に
乗
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
県
板
と
保
証
委
員
会
は

講
師
派
遣
や
資
料
提
供
な
ど
支
援

体
制
を
整
え
要
請
を
待
ち
構
え
て

い
る
。
同
時
に
新
年
度
に
は
技
研

委
員
会
と
協
議
し
て
「
鋼
板
製
屋

根
標
準
銅
板
製
屋
根
標
準
・
塩
ビ

雨
樋
・
責
任
施
工
保
証
制
度
」
四

科
目
の
資
格
講
習
を
二
日
間
で
行

う
計
画
を
進
め
て
い
る
。
愛
知
県

板
に
は
こ
れ
ま
で
に
四
講
習
を
受

講
し
て
「
保
証
制
度
適
用
の
店
」

の
看
板
を
取
得
し
た
事
業
所
が
四

○
○
社
あ
る
。
全
体
に
共
通
し
た

意
識
を
持
つ
中
で
、
こ
の
内
せ
め

て
半
分
の
二
○
○
社
が
一
年
一
件

の
保
証
申
請
を
し
た
と
し
た
ら
、

た
ち
ま
ち
業
界
ト
ッ
プ
に
踊
り
出

る
。
み
ん
な
が
そ
の
気
に
な
れ
ば

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
話
し
で
は
な
い

と
思
う
の
だ
が
？

保
証
看
板
は
飾
り
物
で
は
な
い
。

利
用
す
る
事
に
よ
り
不
況
対
策
に

役
立
つ
の
で
は
無
い
の
だ
ろ
う
か
。
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一
○
二
人
の
受

講
者
一
人
一
人

の
前
向
き
な
姿

は
今
後
と
も
好

結
果
に
つ
な

が
っ
て
行
く
だ

ろ
う
。ま
た
新
年
度

に
は
「
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
」
の
施

工
に
つ
い
て
板

金
業
界
の
専
門

分
野
に
取
り
込

む
方
策
を
進
め

る
こ
と
に
し
た
。
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刈
谷
支
部
の
第
三
十
六
回
総
会

が
、
二
月
十
三
日
、
三
谷
温
泉
ホ

テ
ル
三
河
海
陽
閣
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
組
合
員
二
十
一
名
、
来

賓
と
し
て
、
愛
知
県
板
金
工
業
組

合
の
吉
田
専
務
理
事
、
西
三
板
金

連
合
会
副
会
長
の
西
俣
氏
、
横
山

興
業
よ
り
一
名
の
御
出
席
を
得
ま

し
た
。
外
山
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

吉
田
専
務
理
事
の
県
板
の
活
動
報

告
、
西
俣
氏
か
ら
、
各
講
習
会
の

参
加
、
又
、
毛
利
会
長
を
盛
り
立

て
て
ほ
し
い
と
の
事
、
続
い
て
各

報
告
が
行
わ
れ
、
承
認
を
得
た
。

中
で
も
、
国
民
年
金
基
金
、
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が

出
た
。
総
会
の
後
は
、
生
き
残
り
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平
成
旭
年
２
月
加
日
、
レ
ク
・

ワ
ー
ル
ド
岡
崎
に
て
平
成
ｎ
年
度

岡
崎
板
金
工
業
組
合
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
午
後
２
時
、
副
組

合
長
内
山
氏
の
開
会
の
言
葉
よ
り

始
め
ら
れ
た
。
出
席
は
組
合
員
姐

名
、
委
任
状
羽
名
で
あ
っ
た
。

高
柳
組
合
長
の
岡
板
組
合
の
一

年
の
総
括
の
後
、
３
名
の
新
入
会

員
が
紹
介
さ
れ
た
。
㈲
笠
井
板
金

工
業
所
、
エ
ム
テ
ッ
ク
、
溝
口
板

金
の
３
事
業
所
が
入
会
さ
れ
た
。

優
良
従
業
員
表
彰
で
は
㈱
尾
花
鋼

機
、
㈲
山
清
板
金
の
両
事
業
所
の

従
業
員
の
方
が
表
彰
さ
れ
た
。
議

案
審
議
で
は
事
業
報
告
以
下
す
べ

て
の
議
案
は
速
や
か
に
承
認
さ
れ
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傍
あ
い
さ
つ
す
る
㈱
池
田
商
店

池
田
惣
一
社
長

立
春
も
過
ぎ
た
２
月
８
日
”
◇

９
日
（
水
）
と
、
㈱
池
田
商
店
の

「
＄
（
エ
ス
ァ
イ
）
研
親
会
」
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
隔
年
で
開
催
し
て
い

る
見
学
勉
強
会
を
兼
ね
た
総
会
の

年
に
当
た
り
（
ち
な
み
に
昨
年
は

地
元
ホ
テ
ル
で
の
総
会
）
淀
川
製

鋼
大
阪
工
場
と
大
蔵
省
印
刷
局
へ

の
見
学
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
駅
西
口
に
８
時
集
合
、

パ
ス
２
台
に
分
乗
（
参
加
蹄
名
）
、

名
神
高
速
を
大
阪
に
向
か
っ
た
。

途
中
、
関
ヶ
原
付
近
か
ら
雪
が
降

り
始
め
た
。
例
年
な
ら
こ
の
辺
り

は
、
一
面
雪
景
色
の
は
ず
な
の
に

今
年
は
殆
ど
雪
の
無
い
景
色
だ
っ

た
。
加
時
過
ぎ
、
最
初
の
見
学
地

「
大
蔵
省
印
刷
局
彦
根
工
場
」
へ

:窯j篭j電

し
、
次
に
本
日
の
総
会
に
出
席
し

て
頂
い
た
商
社
、
メ
ー
カ
ー
の
皆

様
（
狸
社
Ⅳ
名
）
の
紹
介
が
あ
り
、

代
表
と
し
本
日
の
工
場
見
学
に
ご

尽
力
頂
い
た
㈱
淀
川
製
鋼
所
東
海

地
区
営
業
所
所
長
、
小
野
雅
夫
様

が
挨
拶
さ
れ
た
。
次
に
祝
電
が
披

露
さ
れ
最
後
に
、
閉
会
の
言
葉
を
、

常
滑
斉
藤
飯
金
社
長
、
斉
藤
充
昭

氏
に
よ
り
宣
言
さ
れ
総
会
が
無
事

終
了
し
た
。
釦
分
程
、
各
部
屋
に

て
休
憩
の
後
、
会
場
を
移
し
て
第

二
部
の
懇
親
会
に
入
っ
た
。
田
増

部
長
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、

当
日
誕
生
日
の
方
の
紹
介
と
仕
事

よ
り
熱
の
こ
も
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
も

飛
出
し
、
商
社
、
メ
ー
カ
ー
を
交

え
て
の
意
見
交
換
、
親
睦
に
と
時

の
経
つ
の
も
忘
れ
て
懇
親
会
を
終

了
、
席
を
移
し
て
二
次
会
へ
～

翌
朝
、
昨
夜
か
ら
の
雪
で
一
面

銀
世
界
、
安
全
運
転
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
お
任
せ
し
て
ホ
テ
ル
を
出
発
、

帰
路
に
つ
い
た
。
鈴
鹿
峠
、
名
阪

を
経
由
し
途
中
、
鈴
鹿
の
椿
大
社

に
参
拝
し
４
時
半
頃
名
古
屋
駅
に

無
事
到
着
し
た
。
時
間
が
早
い
の

で
希
望
者
だ
け
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー

の
展
望
台
に
登
り
諦
今
ま
で
名
古

屋
で
は
見
る
事
の
出
来
な
か
っ
た

高
所
か
ら
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
後

自
由
解
散
と
な
っ
た
。熱
田
南
伊
藤
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エ
業
組
合
通
常
総
凄
開
催
蝉▲総会風景

鎧

着
い
た
。
琵
琶
湖
の
自
然
に
囲
ま

れ
た
豊
な
環
境
の
中
に
あ
り
、
い

か
に
も
お
札
を
造
っ
て
い
る
様
な

物
々
し
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
普
通

の
工
場
に
思
え
た
。
ホ
ー
ル
に
案

内
さ
れ
印
刷
局
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
そ
の
中
で
殆
ど
の

人
が
「
造
幣
局
」
と
「
印
刷
局
」

と
は
同
じ
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
様

だ
が
、
ま
っ
た
く
関
係
の
無
い
、

独
立
採
算
性
の
組
織
で
操
業
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
認
識
を
新
た
に
し

た
。
造
幣
局
は
日
本
国
発
行
の
、

貨
幣
（
硬
貨
）
を
製
造
し
て
い
る

所
で
、
印
刷
局
は
日
本
政
府
の
印

刷
物
、
（
国
公
債
、
貯
金
通
帳
、

郵
便
切
手
、
収
入
印
紙
、
官
報
）

な
ど
の
印
刷
、
製
紙
、
出
版
を
行

い
そ
の
中
で
も
「
日
銀
」
よ
り
依

頼
を
受
け
て
日
本
銀
行
券
の
印
刷

が
最
も
重
要
な
業
務
で
、
彦
根
工

場
は
西
日
本
で
使
わ
れ
る
（
お
札
）

の
製
造
を
一
手
に
担
っ
て
い
る
。

工
場
内
で
は
一
万
円
札
の
印
刷
が

行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
、
大
判
刷

の
山
が
い
く
つ
も
有
る
の
に
は
驚

か
さ
れ
た
。
期
待
し
て
い
た
新
二

千
円
札
の
印
刷
は
ま
だ
予
定
に
も

無
い
そ
う
で
残
念
な
思
い
を
残
し

印
刷
局
を
後
に
し
た
。
次
の
見
学

地
、
大
阪
に
向
か
っ
た
が
市
内
で

渋
滞
に
合
い
如
分
程
遅
れ
て
「
淀

川
製
鋼
所
大
阪
工
坦
置
へ
着
い
た
。

淀
川
河
口
に
位
置
し
た
正
門
を
く

ぐ
り
、
桜
並
木
を
通
り
工
場
内
の

ホ
ー
ル
へ
案
内
さ
れ
、
概
要
説
明

た
。
来
賓
挨
拶
は
県
板
理
事
長
村

上
氏
、
西
三
板
金
連
合
会
長
毛
利

氏
の
両
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

休
憩
を
は
さ
み
「
２
０
０
０
年

の
板
金
業
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
」

と
い
う
議
題
を
基
に
グ
ル
ー
プ
別

に
討
論
会
を
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
発
表
会
を
行
っ
た
。
現
場
に
生

き
る
職
人
達
の
様
々
な
意
見
が
出

て
、
大
変
有
意
義
な
討
至
狸
奉
で
あ
っ

た
。
懇
親
会
で
は
、
討
論
会
で
の

余
韻
の
な
か
、
明
日
の
板
金
業
に

つ
い
て
語
る
者
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ

に
興
じ
る
者
あ
り
で
総
会
を
締
め

括
る
に
相
応
し
い
懇
親
会
と
な
り
、

楽
し
さ
の
な
か
、
午
後
８
時
お
開

き
と
な
っ
た
。
岡
崎
中
西

を
か
け
て
の
、
グ
ル
ー
プ
別
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
に

関
す
る
事
が
多
く
、
ペ
ン
キ
の
塗

り
替
え
と
の
差
額
が
小
さ
け
れ
ば
、

板
金
に
、
と
の
例
等
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
六

時
よ
り
盛
大
な
宴
会
と
な
っ
た
。

刈
谷
岩
室

の
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
レ
シ
ー
バ
ー

を
着
け
て
、
時
間
の
都
合
上
、
我
々

に
身
近
な
ラ
イ
ン
だ
け
の
見
学
と

な
っ
た
。
ま
ず
ヨ
ド
コ
ウ
が
、
カ

ラ
ー
鋼
板
業
界
日
本
一
の
シ
ェ
ァ
ー

と
技
術
力
を
誇
る
塗
装
ラ
イ
ン
の

説
明
に
感
心
し
た
。
次
に
、
建
材

部
門
の
屋
根
、
外
壁
材
の
加
工
、

成
型
の
様
子
を
見
る
事
が
出
来
た
。

少
し
駆
け
足
ぎ
み
の
見
学
と
な
っ

た
が
最
後
に
質
疑
応
答
の
時
間
を

取
っ
て
頂
き
、
中
部
新
空
港
へ
の

働
き
か
け
の
進
み
ぐ
あ
い
な
ど
の

質
問
が
出
た
。

押
さ
れ
ぎ
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
ヨ
ド
コ
ウ
を
後
に
し
本
日

の
総
会
場
、
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
向
か
っ
た
。
予
定
よ
り
少

し
遅
れ
て
ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
直

ち
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
第
一
部
の
Ⅳ
回
総
会
に

入
っ
た
。
総
会
に
先
立
ち
昨
年
度

お
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

祈
り
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
続
い

て
、
開
会
の
辞
が
西
春
、
㈲
柴
田

飯
金
社
長
、
柴
田
幸
治
幹
事
に
よ

り
宣
言
さ
れ
、
＄
研
親
会
、
新
代

表
幹
事
（
前
会
長
、
平
野
弘
氏
病

気
療
養
辞
任
に
よ
り
）
大
府
、
フ

ジ
建
材
社
長
沼
津
啓
二
氏
の
力
強

い
新
任
の
挨
拶
に
続
き
、
㈱
池
田

商
店
社
長
池
田
惣
一
様
が
挨
拶
さ

れ
、
議
事
に
入
っ
た
。
昨
年
度
の

事
業
報
告
（
総
会
及
び
５
回
の
勉

強
会
等
）
を
、
津
島
、
ヤ
マ
ッ
ナ

商
店
社
長
山
田
平
男
幹
事
よ
り
報

告
さ
れ
、
次
に
会
計
報
告
を
、
中

村
、
津
田
叛
金
社
長
浮
田
隆
一
幹

事
よ
り
報
告
さ
れ
、
議
事
が
終
了

》
》
瓢
群
議
簿
簿
熱
総
選
浄
蕊
議

鱗
岡
崎
板
金

知

鐘
磯
総
饗
蕊
譲
織

１
１
１
Ｊ
Ｌ

愛



(3)平成１２年３月１５日 愛 板 第３４７号

〃〃蕊鯉塾墜i;燐1蕊墜ﾘ簿曇域〃〃
先日、上記の講演に出席する機会がありましたのでご＊階段は滑り止めをつけてあげる（段差なしで色つき奇
報告します。 数、偶数で色分け）

松下電工創建専任コンサルタント高山みよこ氏によ＊外の手摺りは木製か太いロープがよい（金属では火傷

るものですが本年４月より介護保険がスタートします。や凍傷の原因）

それに合せ少しでもお役に立てばと思います。箇条書＊玄関は引き戸が良い（車イスではドアーは開けにくい）

きでメモしましたので横書で読みにくいかもしれませ＊車イスを玄関内で回転するには1400mm必要

んがお許しください。 ☆介護保険料、使用料の支払いが出来なければ同居して

＊少子、高齢化は世界一1980年→子供1.4人 ない子供からでも徴収する

＊日本人口約126700000人→65才以上→2116万人→寝★４月からの保険料で現在寝たきりの200万人分しか無い

たきり→200万人 （今後上がり続ける多分１日１円）

＊老人を支える割合は2000年→６人で１人2015年→★社会保険同様に会社が半分負担する（給料から天引き）
４人で１人2050年→３人で１人 ★介護のためのリフォームに20万円しか補助がない（身

＊一般の人はバリアフリーしか知らないストレスフリー障者には50万円）

やケアフリーも大切です ★リフォームを賢い人は早くする（定年退職した人に銀

・バリアフリー→屋内の危ない場所を取り除いてあげる行は金を貸さない）

・ストレスフリー→数字やスイッチなどわかりにくく、☆介護保険は各地域で保険料がちがうしもっと詳しく知

使いにくい場所や部分を使いやすくしてあげるりたい方は今お住いの市町村の窓口へいかれると詳し

・ケアフリー→介護だけでなく自立の手助けをすること。く教えてくれる

部屋から玄関→玄関から（門扉）道路までお手伝い☆こんな情報もある、寝たきりの方が200万人とアルツハ

＊人は自分の家で暮らしたいできれば死にたい（家が介イマーで24時間介護の方が約１００万人、１人に対し介護

護のお手伝いやカバーをする） する人が３人は必要となると約1000万人の人が介護し

＊高齢者は光の明るさを健常者の４分の１しか感じないてることになる、自宅で介護している方も入れるとナ

（電灯を100Ｗ→400Ｗへ） ン卜人口の１割以上の人がそれも成人が……好きで病

＊影がないようにしてあげる（錯覚するとケガのもと）気になる人はいないが、いかに健康が大事かわかる。

＊黄色っぽい電灯はやめる（白内障の人は黄色は白に見そして介護する人の半分が介護でなく、ちがう仕事が

える） できれば完全週休３日になる計算だそうです。健康保

＊電灯は夕方から朝まで付けておく（夜中のトイレや何険、介護保険、生命保険、傷害保険、置き薬、健康食

かあったときのため屋内の廊下や玄関から門扉や道路品、健康機器、健康補助機器等私たちはこういう事に

まで）何かあったら電気代ではすまない いくらお金を使うのでしょうか。１５～20年後は収入の

＊車イスは玄関から門扉または道路まで20分の１の勾配半分は保険料（健康、生命）で飛んでしまうとさえい

が理想、取れなければカーブさせる（１度ハウジンクわれています。今後は予防医学がもっと重要になる。

センターへ行かれると勉強になるそうです） 私も介護保険を支払う年齢、人の手を借りない健康な

＊階段の高さ１００mm踏面400mmが好ましいが屋内は不可能老人になることを祈りつつ。

に近い（ホームエレベーターか） 東三吉田

１ｍ

ノンスリザプ

~ Ｒ…壷
一下Ｉ

I【OEI

２０ｍ

１

１
手～段ぱ杜は芯い尾う力Iよい

｡勾配が1／20が理想、直線が無理ならカーブすると、

とりやすいすべらないように工夫する

坐；，家が自立のお手伝い。注意点

詞蓋』蹴懲…
メ．－回転するには1400mm必要

Ⅱ函、引き戸

｡車イスが50mmの段差で動けない

高齢者は非力

フラザト

｢画停。
〈…ぅ

グー、

WＩ
ＤＮＫ ロ

シャプター

｡車庫はできれば

２台分

｡全部スロープに

すると乗り降り

の時車イスが安

定しない

｡電灯は足元を照らすのもよいが全体を高所より照ら

す夕方から朝まで

｡メガネを指紋で汚し黄色のフィルターをつけて見る

白内障の方はそれくらいしか見えない

｡門扉が外開きだと道路に飛び出してしまう

｡測溝の穴やグレーチングにも気を配る杖や松葉杖が

つまらないように

函0〔~=ｉｐへ｡他の車に迷惑をかけない乗り降も楽



話
で
す
が
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
が

あ
り
ま
す
。

又
、
み
ち
の
く
三
湖
物
語
で
、

東
北
の
三
つ
の
湖
を
舞
台
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
二
頭
の
龍
の
物
語
。

八
郎
太
郎
と
い
う
マ
タ
ギ
（
猟
師
）

の
若
者
が
山
の
徒
を
破
っ
た
罰
で

龍
に
さ
れ
、
は
じ
め
十
和
田
湖
を

造
り
ま
す
が
、
神
通
力
を
持
つ
山

伏
と
闘
っ
て
敗
れ
米
代
川
に
移
り

ま
す
。
そ
こ
も
土
地
の
神
々
に
追

い
出
さ
れ
結
局
、
八
郎
潟
を
拓
い

て
棲
み
つ
き
ま
す
。
一
方
希
代
の

美
女
辰
子
は
永
遠
の
若
さ
を
観
音

様
に
祈
願
し
て
、
理
不
尽
に
も
龍

板第３４７号 平成１２年３月１５日（４）

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
巧
名

弱
日
役
員
会
４
名

江
南
支
部

妬
日
月
例
会
５
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会

西
三
板
金
連
合
会

肥
日
正
副
会
長
会
議
（
講
習

会
開
催
の
打
合
せ
）
４
名

岡
崎
支
部

１
日
青
年
部
総
会
の
打
合
せ
７
名

過
日
青
年
部
総
会
過
名

即
日
支
部
通
常
総
会
（
レ
ク
・

ワ
ー
ル
ド
）
蛇
名

碧
南
支
部

肥
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
蛤
名

豊
田
支
部

５
日
三
役
会
３
名

旭
日
第
９
回
役
員
班
長
会略
名

刈
谷
支
部

岨
・
辿
日
支
部
総
会
（
三
谷

ホ
テ
ル
三
河
海
陽
閣
に

て
）
廻
名

西
尾
支
部

妬
日
役
員
会
（
支
部
研
修
旅

行
・
全
板
大
会
・
コ
ー

キ
ン
グ
共
同
購
入
に
つ

い
て
）
肥
名

知
多
支
部

加
日
支
部
理
事
会
辿
名

Ⅳ
日
理
事
・
組
長
合
同
会
議
泌
名

マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
か
ら
興
味

あ
る
所
を
抜
粋
し
て
ま
と
め
て
み

た
。
「
資
本
主
義
国
家
に
お
い
て

富
や
財
産
は
商
品
の
形
で
現
さ
れ

る
。
商
品
は
人
間
に
対
し
て
欲
望

を
充
た
す
外
的
対
象
、
つ
ま
り
物

で
あ
る
。
商
品
に
は
有
用
性
と
し

て
の
使
用
価
値
と
、
貨
幣
あ
る
い

は
他
の
商
品
と
交
換
す
る
交
換
価

値
の
２
つ
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
。

価
値
（
交
換
価
値
）
は
物
の
属
性

で
あ
り
、
富
（
使
用
価
値
）
は
人

間
の
属
性
で
あ
る
。
価
値
は
こ
の

意
味
で
は
必
然
的
に
交
換
を
含
ん

で
い
る
が
、
富
は
そ
う
で
は
な
い
。

商
品
が
貨
幣
あ
る
い
は
他
の
商
品

と
交
換
す
る
為
に
は
そ
の
商
品
の

蕊
議
資
本
論
を
読
ん
で
蕊
蕊

中
国
で
は
龍
は
霊
獣
で
あ
り
瑞

兆
（
め
で
た
い
し
る
し
）
王
権
の

シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。
北

九
州
小
倉
南
区
の
松
尾
神
社
に
は

「
夜
這
い
龍
」
と
呼
ば
れ
る
彫
刻

が
あ
り
左
甚
五
郎
の
作
と
伝
え
ら

れ
あ
ま
り
良
く
で
き
た
せ
い
か
夜

な
夜
な
抜
け
出
し
て
近
く
の
池
に

住
む
雌
龍
の
も
と
へ
通
う
よ
う
に

な
り
人
に
見
ら
れ
る
の
が
恥
ず
か

し
い
の
か
そ
の
た
び
に
山
を
揺
る

が
し
大
雨
を
降
ら
せ
る
の
で
村
人

は
大
迷
惑
。
左
甚
五
郎
に
頼
ん
で

釘
付
け
に
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
気
の
毒
な

１
１

◇
◇
◇
龍
の
お
は
な
し
◇
◇
◇

扇
厚
展
園

愛

春
を
呼
ぶ
恒
例
の
国
府
宮
は
だ

か
祭
り
も
終
り
、
奈
良
二
月
堂
の

お
水
取
り
行
事
も
始
ま
っ
た
。

一
方
、
一
面
黄
色
の
誠
謹
を
敷
き

詰
め
た
よ
う
に
見
事
な
菜
の
花
に

目
を
奪
わ
れ
、
満
開
の
紅
梅
白
梅

と
共
に
早
春
の
陽
の
光
が
明
る
さ

と
暖
昧
を
感
じ
る
頃
と
な
っ
た
。

時
の
動
向
が
ど
ん
な
に
良
く
て
も

悪
く
て
も
、
伝
統
文
化
は
続
け
ら

れ
季
節
の
花
は
咲
き
、
旬
の
味
覚

を
与
え
て
く
れ
る
自
然
界
の
偉
大

な
力
に
敬
服
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ

に
引
き
替
え
現
代
社
会
は
嘆
か
わ

し
い
こ
と
ば
か
り
で
明
る
い
話
題

が
見
当
た
ら
な
い
。
十
年
に
も
及

ぶ
不
況
は
益
々
厳
し
く
景
気
回
復

を
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
は

思
え
な
い
。
特
に
中
小
零
細
業
者

に
は
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。

ば
ら
ま
き
予
算
に
金
融
担
当
相
の

更
迭
、
警
察
不
祥
事
。
国
民
に
信

頼
さ
れ
る
警
察
組
織
で
あ
る
は
ず

な
の
に
、
警
察
権
力
だ
け
を
振
り

回
し
て
は
始
末
が
悪
い
。
身
に
付

い
た
馴
れ
合
い
体
質
、
ご
ま
す
り

体
質
の
改
善
策
は
？
…

地
元
で
は
「
自
然
と
共
生
」
が

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
は
ず
の
愛
知
万

博
に
Ｂ
Ｉ
Ｅ
か
ら
自
然
破
壊
に
繋

が
る
指
摘
に
、
当
事
者
の
対
応
は

余
り
に
も
感
度
が
鈍
い
。

二
月
二
十
八
日
㈲
晴

三
四
七
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

の
経
費
削
減
と
生
産
調
整
（
供
給

量
を
減
ら
す
）
の
為
に
行
な
わ
れ

る
。
社
会
に
は
優
秀
な
人
や
普
通

の
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
働
い
て
世
の
中
が
成
立
す
る
。

ま
じ
め
に
働
い
て
い
た
者
が
リ
ス

ト
ラ
さ
れ
た
な
ら
、
責
任
は
誰
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
リ
ス
ト
ラ
さ

れ
た
人
は
自
分
を
責
め
る
必
要
は

な
い
と
思
う
。
ガ
ン
パ
レ
と
言
う

言
葉
は
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
者
に
は

残
酷
で
あ
る
。
」

友
人
に
こ
の
様
な
事
を
話
し
た

ら
、
「
そ
の
通
り
だ
と
し
て
も
、

責
任
あ
る
立
場
の
者
な
ら
不
況
時

に
は
ガ
ン
バ
レ
と
言
う
の
が
普
通

だ
よ
。
不
況
の
時
に
ガ
ン
バ
ル
な

と
言
う
の
は
、
ア
ン
タ
が
下
シ
端

だ
と
白
状
し
て
い
る
様
な
物
だ
。
」

と
友
人
は
言
っ
た
。
僕
も
そ
う
思

う
と
答
え
た
。

西
尾
大
橋

Ｆ
，
Ｊ
Ｊ
．
β
，
伊
．
〃
●
〃
．
伊
Ｊ
咽
〃
●
Ｊ
，
グ
グ
．
グ
．
夕
．
Ｆ
ｒ
●
β
，
〆
＃
．
Ｐ
〆
‐
タ
グ
●
グ
．
ｆ
，
ｆ
●
Ｐ
，
グ
グ
グ
．
Ｆ
●
グ
．
Ｊ
‐
〆
‐
〆
●
タ
グ
．
例
．
ｆ
‐
β
●
Ｐ
．
ｆ
〃
β
，
Ｆ
‐
〆
‐
。
』

商
品
価
値
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
商
品
価
値
は
そ
の
商
品

生
産
に
要
す
る
労
働
価
格
の
集
合

体
で
あ
る
。
例
え
ば
一
着
の
服
に

は
綿
の
生
産
の
為
の
労
働
価
格
、

布
の
生
産
の
為
の
労
働
価
格
、
服

の
制
作
の
労
働
価
格
が
加
わ
る
。

商
品
価
値
は
供
給
量
が
需
要
よ
り

過
多
で
あ
る
時
下
が
り
、
そ
れ
は

商
品
生
産
に
要
す
る
労
働
価
格
の

下
落
で
あ
る
。
恐
慌
は
短
時
間
し

か
作
業
が
行
な
わ
れ
な
い
の
で
あ

る
が
、
な
さ
れ
る
仕
事
が
少
な
け

れ
ば
な
さ
れ
た
時
の
仕
事
の
利
得

が
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
不
況
、

恐
慌
の
時
に
は
労
働
価
格
が
廉
価

２
月
各
支
部
の
動
き

で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
を
労

働
時
間
の
増
大
で
補
お
う
と
す
る
。

そ
し
て
労
働
時
間
の
増
大
は
、
労

働
価
格
の
廉
価
を
加
速
す
る
。
」

僕
は
こ
う
思
う
。
「
新
商
品
が

販
売
さ
れ
る
と
、
初
め
は
よ
く
売

れ
る
が
各
家
庭
に
行
き
渡
る
と
そ

の
商
品
は
売
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。

ど
う
し
て
も
供
給
量
が
需
要
量
よ

り
多
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
計
画

経
済
の
共
産
主
義
と
違
い
資
本
主

義
に
は
不
況
の
到
来
が
宿
命
的
で

あ
る
。
我
々
の
労
働
価
格
の
適
性

を
望
む
な
ら
、
少
な
く
な
っ
た
需

要
に
合
わ
せ
供
給
量
を
減
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
供
給
量
を
減

ら
す
に
は
リ
ス
ト
ラ
か
、
一
人
一

人
の
労
働
時
間
を
意
識
的
に
減
ら

す
か
で
あ
る
。
リ
ス
ト
ラ
は
会
社

昭
和
支
部

８
日
通
常
々
会
皿
名

熱
田
南
支
部

四
日
定
例
会

一
宮
支
部

皿
日
役
員
会
皿
名

瀬
戸
支
部

５
日
定
例
会
（
尾
張
板
金
連

合
会
の
総
会
及
び
工
場

見
学
・
全
板
大
会
の
参

加
者
の
と
り
ま
と
め
）Ⅲ
名

と
さ
れ
て
し
ま
い
田
沢
湖
に
身
を

隠
し
ま
す
。
同
じ
境
遇
の
ふ
た
り

は
恋
に
落
ち
、
八
郎
太
郎
は
冬
の

間
だ
け
田
沢
湖
は
凍
る
こ
と
な
く

年
々
深
さ
を
増
す
と
い
わ
れ
、
西

洋
の
ド
ラ
ゴ
ン
は
翼
を
持
ち
胴
や

脚
が
太
く
や
や
恐
竜
を
想
わ
せ
る

体
型
で
す
が
全
体
的
に
東
洋
の
龍

に
似
て
い
ま
す
。

龍
の
棲
息
分
布
は
中
国
、
台
湾
、

韓
国
、
日
本
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
と

い
っ
た
と
こ
ろ
。
ベ
ト
ナ
ム
の
古

都
フ
エ
の
王
宮
遺
跡
は
沖
縄
の
首

里
城
に
も
似
た
雰
囲
気
で
た
く
さ

ん
の
龍
が
見
ら
れ
ま
す
。

西
支
部
鈴
木


